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T h i s  i s  o u r  h o

セ ン タ ー T O P I C S

皮膚科医長　西原　修美 新皮膚科医長のごあいさつ 
　４月１日から皮膚科医長を仰せつかり
ましたが、仕事内容が今までと特に変わ
ったわけではありません。今まで同様、接
触皮膚炎、化粧品皮膚炎、アトピー性皮
膚炎（乳幼児、成人）、食物アレルギー、
薬疹などの皮膚アレルギー性疾患を専

門分野としていますが、一般皮膚科すべても担当させて
いただきます。 
　また今までどおりビオチン欠乏症による皮膚疾患の研
究も続けておりますので症例がありましたらぜひみせて
いただきたいと思います。 

脳神経外科医長　難波 洋一郎 新脳神経外科医長ごあいさつ 

　前任の久山医長の退職に伴い4月か
ら医長をさせていただくことになりました。
最近の内科的治療の進歩普及にともな
い脳神経外科が扱う脳血管障害は減
少傾向にあるようですが、依然としてそ
の死亡率、重症度は高くとどまっている
のが現状です。予防的外科治療の可能

性を念頭に、診療ガイドラインをスタンダードとするのみで
なく患者さん個々に応じたオーダーメードの医療を行い
たいと思っております。SCU（脳卒中ケアユニット）開設
以来、急性期患者さんの受け入れもさらに円滑になって
おります。偏頭痛から脳腫瘍まで、スタッフ一同、良い意
味でのgeneral neurosurgeonを目指しております。 

新任Ｄｒご紹介 
本年2月以降新しく着任したDrの紹介です 

　本年２月初めより外科に勤務しております。
昭和５９年の卒業で腹部一般外科，腎移植
などに従事してまいりました。今後，腎移植
など腎不全の外科治療を中心に行う所存
です。宜しくお願いいたします。 

外科医師　藤原　拓造 
　平成12年、医学部卒業。専門は小児外
科全般ですが、特に先天的な腸管の病気
に興味を持って勉強しております。病気の
お子様に最良の医療を提供できるように日々
努力していく所存ですのでよろしくお願い
いたします。 

小児外科医師　中原　康雄 

　平成５年医学部卒業。専門分野は皮膚
細菌感染症、皮膚悪性腫瘍です。将来的
には皮膚の悪性腫瘍の拠点病院を目指し
て努力していきたいと思います。皮膚のこと
なら何でもお気軽にコールしてください。 

皮膚科医師　山崎　修 
　平成13年、医学部卒業で小児外科、小
児泌尿器科が専門です。 
　病気に苦しむ多くの子供たちの力になれ
るよう日々 診療に励む所存でありますので、
なにとぞよろしくお願いいたします。 

小児外科医師　高橋　雄介 

　平成９年、医学部卒業で循環器内科一般、
不整脈が専門です。 
　初心を忘れず、丁寧な診療を心掛けた
いと考えます。循環器内科には宮地医師が
二人になり、混乱するかもしれませんが、宜
しくお願い致します。 

循環器内科医師　宮地　晃平 
　平成15年卒の消化器科の江原と申します。 
この4月より長島愛生園との併任で常勤とし
て勤務することになりました。 
　この度の異動を一つの機会としてこれま
で以上に精進していきたいと思っています。 
どうぞよろしくお願いいたします。 

消化器科医師　江原　弘貴 
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乳腺甲状腺外科　臼井　由行 
 

開院記念日特別講演 

院長賞を受賞して　8A病棟看護師長　安藤　明子 
 
　院では毎年4月1日を開院記念日として式典が開催され
ます。各種賞状の授与、記念講演、院内清掃などが行わ
れます。私が当院に配置された3年前にも当然同様の行
事が開催され、院長賞を授与された方 を々思い返すと錚々
たるメンバーが名を連ねていました。私の中では皆さんとて
も優秀で「特別な人だけ」が院長賞を頂けるのだと思った
ものです。 
　私にとって今回の受賞はまさに“棚からぼたもち”状態
で思いもよらない光栄な事でした。私には院長賞にふさわ

しい立派な行動に思い当たるふしがなか
ったのですが、内容を伺ったとき初めて
納得できました。それは、病床管理や看
護研究、患者看護であり、いずれに於い
ても現場でのスタッフの頑張りの結果だと
理解しました。私が病棟の代表として頂
きましたが、このような形で認められた事
を何よりもスタッフに感謝し、最前線で活躍するスタッフを誇
りに思っております。心から嬉しく有難く感謝しております。 
今後も病院に貢献できるようにスタッフと共に精進していきた
いと思います。本当にありがとうございました。 
 

　平成２０年４月１日の開院記念日に、中部大学教授の武田
邦彦先生が来院されました。 
 
「環境問題を斬る」 
　現在、21世紀になって、人類が大量に地球の資源を使
い放題の結果、地球の資源が枯渇しつつあり、地球が温
暖化に向かって、海水が上昇し、大都市が水没するという、
シナリオ。それを盲目的に信じさせられている我 を々、あれ、
本当だろうか？と疑問をもたせてくださいましたのが武田先
生でした。 
　武田邦彦先生は、テレビの『たかじんのそこまで言って
委員会』に出演してブレイクして有名になったようです。私
もテレビを見て、本当におもしろいことを言う人だなあという
感想でした。その番組に2回出演されたようです。その先
生が病院に講演に来られるとのことで、本屋さんに行き、先
生の環境問題のウソのことを書かれた本を2冊購入して、
読みました。なるほどこうだったのか？と目からうろこのようで
した。そこで、先生のお話を楽しみに待っていました。 
　今、地球が温暖化に向かっているかどうかは、未来のこ
とでわからないのが真実のようです。また、北極の氷が解
けても、水面は上がらない。アルキメデスの原理で。温暖
化すれば南極に雪が降るので南極の氷が増えるというのも
面白かった。また、アメリカのゴア氏が、温暖化が進めば海
面が６ｍ上昇する。というのも、６０００年後には、というのを
故意に省略した、政治的意味合いの濃いメッセージであっ
たというのも、面白かったです。それに踊らされたマスコミ、

日本政府は情けないかぎりです。結局
のところ、将来のことは、わからないとい
うことです。最近の『文芸春秋』には、
地球は寒冷化するというのもあります。
今は、間氷期で、氷河期が来て、寒冷化するほうが、作物
が育たないのでよっぽど怖いそうです。 
　しかし、石油がなくなるのは、確かなことであり、我々は
次世代の資源を開発しなくてはならないとのことでした。節
約しても、いずれはなくなる。未来を開くためには節約して
はならない。未来のために投資しなくてはとの、１８９７年、
沖ノ島炭鉱の渡辺祐策氏の言葉を引用されたことはすばら
しかった。我々、資源のない国、日本は、科学技術によって、
発展してきました。変な節約をするよりは、明日の資源を開
発しなくてはいけないということです。変な節約に、ペットボ
トル、買い物袋、ごみ袋、紙のリサイクルなどのお話があり、
真実は、政治と関係業者の癒着構造があるものもともいわ
れているというお話でした。 
　先生は、日本は、世界的に見ても、唯一温帯にある大き
な島国であり、そこに住む日本人は、お金などの代償よりも、
生きがいで働くという気風を持つ独特な人種であると話され
ました。つまり、職人気質により、伝承されてきた、独特の
技術があるということです。IT革命、欧米化により、唯物
論的、拝金主義がはびこって来た現代ですが、日本は、資
源のない国なので、科学技術、つまり頭の良さで、生き残る
しかないのです。 
　最後に、『愛用品の5原則』というのを挙げられました。
詳しくは、本に書いていますが、愛用品を長く、自分で修理
しながら使うのが、一番エコであるということのようです。安
物買いの銭失いということでしょうか？日本の職人が作った、
少し高いけれど、良い品を長く使えば、日本の職人も生き
残れると思います。 
　また、最後に、物ではなく心の大切さも強調されました。
そして、明るい社会、活力のある社会、若者が夢を持てる
社会を目指そうということでした。ただただ同感でした。 
（臼井記） 
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冠動脈ステント留置術 
―薬物溶出性ステント― 
 
循環器科　 
宮地　克維 
 

　循環器の代表的疾患である虚血性心疾患（狭

心症、心筋梗塞）。それに対する治療として、

内科的にはカテーテル（直径2－3㎜程度の

細い管）による治療：冠動脈インターベンショ

ン（PCI）が行われています。その中でも現

在もっとも行われている方法が冠動脈ステン

ト留置術です。動脈硬化で細くなった冠動脈

を風船（バルン）で広げて、そこにステントと

いう金網を血管の内側に留置します。この方

法により、PCIの治療成績はそれまでのバル

ン拡張だけによる治療に比べて格段の向上を

認めました。しかし、治療を行った２０－３０％

の血管でステント留置後3ヶ月から半年でス

テント留置部に再度狭窄を来たす、ステント

内再狭窄を起こし、繰り返し治療が必要にな

ることが問題となっていました。ステント再狭

窄はステントという異物が血管内に留置され

ることで血管内の細胞が増殖して、ステント

の内側に盛り上がってくることが原因とされ

ています。ステント再狭窄を予防するために、

表面に細胞増殖を抑制する薬物を塗布したス

テント（薬物溶出性ステント）が開発され、そ

の有効性が示されました。その再狭窄率は１０

％以下とされています。そして薬物溶出性ス

テントによる治療が我が国でも2004年より

保険償還となり、現在2種類の薬物溶出性ス

テントが使用可能となっています。2007年

度の当科における心臓カテーテル検査の件数

は1633件、PCIは396件で、そのうち、ス

テント留置術は385件となっており、その

93%に薬物溶出性ステントを用いています。 

高齢化社会の進行やメタボリック症候群の増

加に伴い、虚血性心疾患が増加の一途をたど

っています。これは急激に発症して一刻を争

うこともまれではありません。そのため当科

では常勤医師5名とレジデント5名計10名が

診療にあたり、365日24時間対応いたして

おります。 

 
心臓血管外科の紹介、 
最近の手術治療の紹介 
 
心臓血管外科　 
岡田  正比呂 
 

　当院心臓血管外科は４名のスタッフとロー

テーションの研修医による診療体制となって

います。スタッフは岡田（S５８卒、成人心臓、

�
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心臓血管外科術中写真 
 

血管疾患）、中井（S５９卒、成人心臓、血管疾

患）、越智（S６１卒、成人心臓、末梢血管、静

脈疾患）、加藤（H５卒、成人心臓、小児心臓、

血管疾患）の４名で、全員であらゆる領域の

患者様を担当し診療にあたっています。循環

器科、麻酔科、中央手術部等各科との合同カ

ンファレンスを行い、万全の体制で手術治療

が安全におこなえるようにしています。重症・

救急患者様、高齢者の患者様に対しても手術

が必要となれば手術を行っています。また、

緊急手術に際しても各科スタッフの絶大なる

協力のもとに夜間、土曜・日曜を問わず行わ

れる体制ができています。 

　当院では各々の手術に対して下記のような

取り組みをしております。 

●心臓弁膜症の手術：僧房弁においては、可

及的に自己弁を温存する弁形成術を行ってい

ます。動脈弁においては生体弁の使用が増え

てきました。生体弁置換術後はワーファリン

による抗凝固療法が不要となってきます。こ

れらの手術術式を選択することで術後の内服

薬剤をずいぶん減らすことができています。 

●冠動脈バイパス手術：標準的な人工心肺を

使用した冠動脈バイパス手術から、低侵襲の

人工心肺を使用しないオフポンプ冠動脈バイ

パス術を積極的におこなっています。術後の

早期回復、退院が可能となってきています。 

●大血管手術：胸部大動脈瘤、胸部大動脈解

離に対しても脳保護の進歩、人工血管の改良

により安全に行われるようになってきました。

救急体制が確立されて、緊急手術症例にも対

応しています。 

●末梢血管手術：クリニカルパスの導入によ

り質が高い医療と短期間の入院がなされてい

ます。 

●下肢静脈瘤手術：侵襲の少ない麻酔、手術

方法を選択しており、日帰り手術もしくは２-３

日入院が可能となっています。 

　心臓、血管領域でお困りの患者様がおられ

ましたら気軽に当院地域連携室もしくは当科

スタッフに直接ご連絡ください。 

 

 
心臓リハビリテーション　 
リハビリテーション科　西�　真理 
 

　当部門では現在常勤医師１名（心臓リハビ

リテーション指導士の資格を保有）と理学療

法士１名の計２名にて入院および外来患者さま

の心臓リハビリテーションを行っております。

従来、心臓リハビリテーションは急性心筋梗塞

後の運動療法として始まりましたが、その対

象疾患は3年前の改定で急性心筋梗塞、狭心症、

慢性心不全、開心術後、大血管疾患および末

梢動脈閉塞性疾患にまで広がりました。当院

でのリハビリエントリー数も年々増加し、昨年

度は3500件を超えております。心臓リハビ

リテーションの目的は①身体的･精神的な機

能を早期に改善させ社会復帰すること、つま

り現在のQOL改善、だけではなく②疾患の再

発･進展を予防すること、つまり生命予後の
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改善にあることが大きな特徴です。 

　当院は2001年に、当初中国四国地方では

数少ない施設認定をうけました。急性心筋梗

塞では第2病日から受動座位を、また開心術

後でもICU入室中の第2病日から呼吸訓練や

廃用性症候群予防目的のリハビリが始まります。

そして心肺運動負荷試験をおこない、その結

果から出された運動処方に基づいた有酸素レ

ベルでの運動療法を実施するとともに、日常

生活指導、禁煙指導、カウンセリングなど包括

的なリハビリテーションをおこなうことを常に

念頭においております。また、以前は絶対安

静とされていた心不全患者さまのリハビリテ

ーションにも取り組んでいます。運動療法に

より血管内皮機能の改善や副交感神経の賦活

化が報告されており、今後もその成果が注目

されています。 

　心臓リハビリテーションでは心疾患患者さ

まが生き生きと元気な生活を送れるよう今後

も努めていきたいと考えております。 

手話に 
チャレンジ！ 

淳ちゃんのワンポイント手話 

病院で役立つ 
一口手話 

私の趣味 
 ラクロス 
理学療法士　今泉　正樹 

　私の趣味はラクロスです。 
　ラクロスは網のついた棒でボールをパスし、ゴールキーパ
ーのいるゴールにボールを入れ、得点を競う球技で、カナダ
の国技です。日本ではまだまだマイナースポーツで特に中
四国では一部の大学でクラブがある程度です。男子と女
子では大きくルールが違うのですが、どちらもスピード感溢
れる魅力的なスポーツです。 
　大学時代に私はプレーヤーとしてラクロスを始め、卒業後、
岡山にきてからコーチを始めました。一般にコーチは20年
やって一人前と言われるので、10年目の私はやっとコーチ
ングの何たるかがわかってきたぐらいでしょうか。 
　写真は先日、私が所属する男子社会人チームの試合で
のひとコマです。週末はこんな感じでラクロスに関わってい
ます。 
 

薬 

花 におい・香り 

花粉症 

病気 大丈夫 

飲む 大丈夫 
左手のひらの上で 
右薬指をこねるように回す。 

両手をあわせて 
すぼませた指を 
左右に開く。 

握ったこぶしを 
額につけて、氷で 
冷やす仕草をする。 

右の親指以外の 
4本の指をくっつけて、 
指先を左胸、右胸の 
順にあてる。 

手のひらを広げて自分に 
向け、それをすぼめながら 
鼻の頭にあてる 

すぼめた手を口に 
入れるようにする。 

右の親指以外の4本の指を 
くっつけて、指先を左胸、 
右胸の順にあてる。 

「花粉症は大丈夫？」 

「薬を飲んでいるから大丈夫。」 

リハビリテーション科スタッフ 
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「がん相談支援センター始動しました」 

がんを体験して［4回連載］_part1

6A病棟入院　松浦　洋子 
 　現在、がんは日本人の死亡原因の多くを占め、ま
たかかる確率も非常に高くなっています。この様な
現状の中、私もがんについて一般常識の範囲で充分
に理解しているつもりでした。ところが肝心なことを
認識していませんでした。それは私自身ががんにな
るということです。本当にうかつでした。 
　あと数ヶ月で五十歳になるというところで主治医
の中西先生より六月のある日、がんの告知を受けま
した。「卵巣がんⅢ期」これが私の病名でした。術後、
身体が少し楽になった午後のことでした。「こわい、
私はどうしたらいいのだろうか」静寂の中、時が止ま
ってしまったような感覚でした。告知について色々な
考え方があるかもしれませんが、私は真実を知るこ
とは良かったと思っています。夫は私に伏せてほし
いと中西先生にお願いしたそうですが、先生の判断
で告知ということになりました。このことについて、
私はとても感謝しています。もし適当にはぐらかされ
ていたら、何かおかしいと不信、不安で無駄なエネ
ルギーを費やしてしまったり、看護師さんたちの言
動に敏感になり信頼関係を保つことができなかった
かもしれません。 
　「Ⅲ期」という現実にとてもとまどいました。「がん」
という敵にどう向き合っていいのか心が乱れました。
どう努力したらよいのか、どうがんばればよいのかが
わかりませんでした。ただ生きていたい、治りたいと
いう意志だけは、はっきりしていました。 
　不安と恐怖の最中決意しました。何も考えずただ

中西先生の背中だけを見ていこうと、上も下も西も
東も見ないようにしようと。かすかに見える谷底の
上にかかる揺れるかずら橋を（それも歩幅の大きい
構造の）渡っているような気持ちでした。そして看
護師さんたちに手を引いていただき、肩を支えてい
ただいて一歩一歩渡っていきました。 
　看護師さんたちには、三ヶ月の入院中大変お世話
になりました。色々な処置はもちろんのこと、かわさ
れた会話で明るい気持ちになったり、励まされたり、
退院して元気になったら地方都市の温泉に行ってみ
ようと前向きな気持ちになりました。時にはおかしく
ておかしくてがんのことなどすっかり忘れてしまって
笑いが止まらないこともありました。がんの治療中
は「嘆くこと」も「悲しむこと」も簡単です。放って
いても自然に嘆き悲しむことができます。「笑える」
ことは本当にむずかしいことなんだと実感しました。
その私が何度も笑ってしまいました。看護の力の偉
大さというものを感じました。私は見守られている
のだという気持ちが孤独感とは無縁になりました。
家族はもちろんのこと、友人、知人のあたたかいは
げまし、言葉で私は一人で戦っているのではないと
いう実感が光のさす方向へと歩んでいけたのだと思
っています。（次号へ続きます） 

第9話 

　　本年2月8日付けで当院は、地域におけるがん診
療の中心を担う「がん診療連携拠点病院」に指定さ
れました。その機能強化の一環として、がん相談支
援を行う機能を有する部門である「がん相談支援セ
ンター」を当院に設置致しました。医師、看護師、医
療ソーシャルワーカー、専属の相談員などのスタッフ
で構成されており、がん患者あるいはその家族の診
療に対する疑問、不安に対するサポート、さらに医療
に関する情報提供を目的としています。具体的には、 
1)がんの病態、標準的治療法など、がん診療に関係
する一般的な医療情報の提供、2)地域の医療機関や

医療従事者に関する情報紹介、3)セカンドオピニオ
ンの提示が可能な医師の紹介、4)患者の療養上の相
談、5)医療費に関する相談、6)アスベストによる肺
がん及び中皮腫に関する医療相談、7)緩和医療に関
する相談、などを受け付けております。直接相談窓口
に来ていただくか、あるいは電話にて対応致します。
また、地域の医療従事者からの相談も受け付けてお
ります。相談時間はお一人様３０分を基本として、相談
料は必要ありません。スタッフ一同、親身な対応を心
がけますので、是非ご利用下さい。 

がん相談支援センター　藤原　慶一(呼吸器科) 
 
 

先
生
を
信
じ
て
… 
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［病院活動案内］ 

　　種　　別 
初期治療セミナー 

薬剤師研修会初期治療セミナー 

初期治療セミナー 

講演会 

初期治療セミナー 

講演会 
 
 

　 日　　程 
６月１７日（火） 

７月８日（火） 

７月１５日（火） 

７月２４日（木） 

９月１６日（火） 

９月２５日（木） 

 

 

頭痛の診療 

乳がん治療の現況 

腸閉塞の診断と治療 

多発性骨髄腫の診断と治療 

疼痛管理とオピオイド 

ここまでできるIVR

　　　　  　　演　　者 
当院脳外科医師　　　　青井　瑞穂 

当院外科医長　　　　　臼井　由行 

当院外科医師　　　　　國末　浩範 

当院血液内科医長　　　角南　一貴 

当院呼吸器科医師　　　藤原　慶一 

当院放射線科医師　　　向井　　敬 

セミナー・講演会（６月～９月）会場/当院４階大研修室　時間/19：30～20：30　 地域医療研修室　 

編集者から●あとがき 

　世界では、四川大地震、ミャンマーのサイクロ
ンなどの大規模な天災や、チベット騒乱、アメリカ
大統領予備選での黒人候補勝利など、世の中に変
化を求める人々のエネルギーの蒸気が噴出してい
るようです。国内に目を移せば、中国餃子問題、
後期高齢者医療制度、年金疑惑などなど、安全、
安心、思いやり、信頼関係といった、日本人がか
つて世界に誇ることのできた価値観・道徳観とい
ったものが地滑りのように崩れていくのを目の当
たりにし、嘆息せずにはおれません。勤務医の疲弊、
救急コンビニ化に代表される急性期医療を取り巻

く社会環境も厳しさを増しています。当院は、『人
にやさしい病院』を理念に掲げ、地域医療支援病
院の指定に続いて、がん診療連携拠点病院に認定
されました。病める人々のみならず、働く女性や
職員、地域住民にもさらに「やさしさ」を広げて
いくべくチャレンジし続けることが使命であろう
と思います。広報誌『ザ・ジャーナル』も３年目に
入りました。マンネリ化のリスクは避けられませ
んが、サブタイトルの「やさしさ便り」が形骸化し
ないよう、「真心」込めた紙面づくりを目指し、チ
ャレンジしていきたいと思います。（大森　記） 

8

　春らしい風の吹き始めた3月13日（木）午後6：30～
8：00に、「赤磐弦楽愛奏会」によるコンサートを開催し
ました。バイオリン、ビオラ、チェロ、コントラバスによ
る弦楽四重奏曲のクラシック音楽と美しい歌声で始まり、
入院中の患者様や外来の観客、職員をうっとりとさせて
いました。司会を担当された三村勉さんのユニークで
楽しいトークにも惹きつけられました。途中、特別出演
で「ドジョウ掬い」があり、ユニークな振り付けに大笑い
の時間でした。さらにコンサートは続き、なじみのある「花」
「早春賦」「故郷」など、患者様も一緒に口ずさみ楽しいひと時を過ごすことが出来ました。 
　このタイトルの「音薬」は「音楽を薬に代えて届けたい」という気持ちで、「感謝を込め和む音薬を
届けたい」と書かれています。司会の三村様は当院に通院中の患者様でとても明るく希望をもって日々
を躍動的に送っておられます。私たちもこの力を受けて、もっと「人にやさしい」、 
素敵な時間を過ごしていきたいと感じたひと時でした。 
 

I n f o r m a t i o n

　当院では、日本語のわからない外国人の患者さまが、当院の外来を受診されたり、入院となった場合に、
医療通訳のシステムを整備しつつあります。英語のできるかたは、スタッフにも多く、大体確保できている
のですが、英語以外の言葉、たとえば、中国語、ハングル、ポルトガル語、ベトナム
語、フィリピン語、フランス語、ドイツ語の通訳スタッフが不足しています。当院の、
医療通訳サポーターとして、登録、活動してみたい方は、下記までご連絡ください。 
　岡山医療センター　地域連携室または国際医療協力室まで 

●早春コンサート～和む音薬を～● ボランティア室　山本  喜志恵 



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.3
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails true
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile (None)
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 100
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 100
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1000
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /Description <<
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000500044004600206587686353ef901a8fc7684c976262535370673a548c002000700072006f006f00660065007200208fdb884c9ad88d2891cf62535370300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef653ef5728684c9762537088686a5f548c002000700072006f006f00660065007200204e0a73725f979ad854c18cea7684521753706548679c300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /FRA <>
    /ITA <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020b370c2a4d06cd0d10020d504b9b0d1300020bc0f0020ad50c815ae30c5d0c11c0020ace0d488c9c8b85c0020c778c1c4d560002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken voor kwaliteitsafdrukken op desktopprinters en proofers. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /PTB <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents for quality printing on desktop printers and proofers.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /JPN <>
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /NoConversion
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /NA
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure true
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles true
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /NA
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /LeaveUntagged
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [200 200]
  /PageSize [595.276 841.890]
>> setpagedevice


